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葉
山
嘉
樹
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
論

―
豊
津
、
怪
談
、
乱
歩

―
レ
ッ
キ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

は
じ
め
に

『
海
に
生
く
る
人
々
』（
改
造
社
、
一
九
二
六
年
十
月
）
の
刊
行
か
ら

半
年
後
、
葉
山
嘉
樹
は
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
を
『
新
青
年
』
（
一
九
二

七
年
四
月
増
大
号
）
に
発
表
し
た
。
娯
楽
雑
誌
で
の
発
表
だ
っ
た
が
故

に
、
本
作
は
当
時
の
文
壇
に
黙
殺
さ
れ
、
研
究
史
に
お
い
て
も
、
単
に

「
葉
山
嘉
樹
に
は
珍
し
い
怪
奇
小
説
」（
）

と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
き

1

た
。
し
か
し
、
本
作
は
、
葉
山
が
決
し
て
多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
故
郷

の
街
並
み
を
最
も
忠
実
に
描
い
た
、
生
前
発
表
さ
れ
た
も
の
（

）

の
中

2

で
唯
一
、
母
校
を
舞
台
に
し
た
作
品
と
い
う
点
だ
け
を
取
っ
て
も
、
大

き
な
研
究
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の

原
話
で
あ
る
学
校
怪
談
、
作
者
の
故
郷
・
「
豊
津
」、
そ
し
て
江
戸
川
乱

歩
の
「
闇
に
蠢
く
」
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
作
品
と
の
関
係
を
併
せ

て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
怪
奇
性
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
本
作

を
捉
え
直
し
、
従
来
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
葉
山
文
学
の
一
面
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

一
、
葉
山
嘉
樹
と
大
衆
文
学

「
淫
売
婦
」
（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
五
年
十
一
月
号
）
や
「
セ
メ
ン

ト
樽
の
中
の
手
紙
」（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
六
年
一
月
号
）
を
は
じ
め

と
す
る
葉
山
初
期
作
品
が
持
つ
一
種
の
異
様
さ
と
、
「
肉
体
破
砕
の
イ

メ
ー
ジ
」（

）

と
も
呼
ば
れ
る
グ
ロ
テ
ス
ク
な
描
写
が
、
日
本
探
偵
小

3

説
黎
明
期
の
作
家
達
の
注
意
を
惹
い
た
こ
と
は
江
戸
川
乱
歩
の
記
述
か

ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
乱
歩
は
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
が
特

に
好
き
で
、
「
怪
奇
文
学
と
し
て
も
優
れ
た
作
品
で
あ
っ
て
、
そ
の
作

風
に
日
本
探
偵
作
家
の
傾
向
と
一
脈
の
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
」（

）
4

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
怪
奇

小
説
で
も
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
探
偵
作
家
の
注
意
を
ひ
い
た
作
品
で
あ

る
」（

）

と
複
数
回
に
亘
り
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
乱
歩
は

5

「
続
・
一
般
文
壇
と
探
偵
小
説
」
（
『
宝
石
』
臨
時
増
刊
、
一
九
四
九
年

七
月
）
の
中
で
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
『
新
青
年
』
に
作
品
を

発
表
し
た
一
般
文
壇
作
家
の
う
ち
、
「
葉
山
嘉
樹
、
石
濱
金
作
両
氏
に

阪大近代文学研究 20（2022.3）
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つ
い
て
は
、
今
も
鮮
か
な
記
憶
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
葉
山
の
「
セ

メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
と
石
濱
の
「
都
会
の
幽
霊
」（
『
文
芸
時
代
』

一
九
二
六
年
八
月
号
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

い
づ
れ
も
広
い
意
味
の
探
偵
小
説
味
き
わ
め
て
濃
厚
、
当
時
の

我
々
の
言
葉
で
云
へ
ば
モ
ダ
ン
・
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
属

す
る
怪
奇
戦
慄
の
作
風
の
非
常
に
優
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の

二
人
に
探
偵
小
説
を
書
か
せ
な
け
れ
ば
嘘
だ
と
、
私
な
ど
も
編
集

者
に
大
い
に
勧
め
た
の
で
あ
つ
た
。

「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
に
新
し
い
探
偵
・
怪
奇
小
説
の
可
能

性
を
見
出
し
た
乱
歩
が
編
集
者
の
森
下
雨
村
や
横
溝
正
史
に
働
き
か
け
、

翌
年
の
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
『
新
青
年
』
へ
の
掲
載
に
直
接
関
与
し

た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
葉
山
は
探
偵
小
説
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
『
葉
山
嘉
樹
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
創
作
構
想
メ
モ
の
中
に
は
、

次
の
よ
う
な
、
探
偵
小
説
ら
し
き
も
の
も
あ
る
。

あ
る
殺
人
事
件
。

E
n
c
i
r
c
l
e
R
o
o
m

印
象
派
の
絵
の
や
う
な
形
と
光
線
と
で
彩
ら

れ
て
ゐ
た
。

死
体
の
発
見
。

そ
の
動
機

―
監
獄
と
労
働
者

人
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（

）
。
6

ま
た
、
葉
山
は
小
説
「
水
路
」
（
『
改
造
』
一
九
三
五
年
五
月
号
）
の

発
表
に
際
し
て
、
「
前
々
か
ら
プ
ロ
ッ
ト
の
有
る
も
の
、
探
偵
小
説
の

要
素
の
あ
る
も
の
を
書
い
て
見
た
い
と
思
つ
て
た
」
と
広
野
八
郎
宛
て

に
書
い
て
い
る
（

）
。
実
際
、
水
路
工
事
を
め
ぐ
る
殺
伐
と
し
た
人
間

7

模
様
を
描
い
た
「
水
路
」
よ
り
も
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
六
月
に

日
本
郵
船
・
龍
田
丸
で
起
き
た
殺
人
事
件
を
ミ
ス
テ
リ
ー
風
に
虚
構
化

し
た
「
優
秀
船
『
狸
』
丸
」（
『
改
造
』
一
九
三
一
年
四
月
号
）
の
方
が

「
探
偵
小
説
の
要
素
」
が
強
い
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
く

ま
で
要
素
を
含
ん
で
い
る
だ
け
で
、
本
格
探
偵
小
説
と
呼
べ
る
作
品
で

は
な
い
。

葉
山
と
大
衆
文
学
の
関
係
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
娯
楽

雑
誌
『
新
青
年
』
と
の
関
わ
り
で
あ
ろ
う
。
葉
山
は
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
に
「
死
屍
を
食
ふ
男
」、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
「
暗
い

出
生
」
（
三
月
）
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
「
航
海
ラ
ン
プ
」

（
七
月
）
と
九
年
に
亘
っ
て
作
品
を
『
新
青
年
』
に
間
歇
的
に
発
表
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
数
の
少
な
さ
か
ら
も
、
葉
山
が
一
九
三
六
（
昭
和

十
一
）
年
の
日
記
に
「
新
青
年
か
ら
十
枚
の
註
文
が
来
た
。
ど
う
も
驚

い
た
」（

）

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
親
密
な
関
係
で

8

は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

葉
山
が
『
新
青
年
』
に
発
表
し
た
作
品
は
、
必
ず
し
も
大
衆
性
の
強

い
も
の
で
は
な
い
。
「
暗
い
出
生
」
で
は
、
赤
ん
坊
の
着
物
に
使
う
た
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め
の
布
地
を
呉
服
屋
か
ら
万
引
き
し
た
妊
婦
が
警
察
に
捕
ま
り
、
留
置

所
の
中
で
子
供
を
産
む
。
一
方
、
「
航
海
ラ
ン
プ
」
は
、
水
夫
見
習
が

暴
風
雨
の
中
で
ラ
ン
プ
を
マ
ス
ト
に
揚
げ
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
波
に

浚
わ
れ
そ
う
に
な
る
話
で
あ
る
。
乱
歩
は
「
暗
い
出
生
」
を
「
軽
い
意

味
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
犯
罪
小
説
」（

）

と
呼
ん
で
お
り
、
「
航
海
ラ
ン

9

プ
」
に
は
サ
ス
ペ
ン
ス
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も

葉
山
が
他
誌
に
発
表
し
た
作
品
と
は
あ
ま
り
趣
向
の
変
わ
ら
な
い
も
の

で
、
特
に
『
新
青
年
』
の
性
格
を
考
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
一
方
、
学
校
の
怪
談
を
元
に
書
か
れ
、
乱
歩
が
指
摘
し
た

初
期
作
品
の
怪
奇
性
を
存
分
に
発
揮
し
た
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
は
、
葉

山
の
他
の
作
品
と
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
、
『
新
青
年
』
の
趣
向
に
合

わ
せ
て
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
に
つ
い
て
、

乱
歩
は
「
怪
奇
小
説
で
あ
つ
て
、
そ
の
筆
触
鬼
気
を
呼
ぶ
も
の
が
あ
つ

た
」（
）

と
評
価
し
て
い
る
。

10

二
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
発
表
の
時
代
背
景

本
作
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
『
海
に
生
く
る
人
々
』
の
刊
行
か
ら
半

年
後
の
こ
と
で
、
葉
山
の
人
気
が
ま
だ
絶
頂
に
あ
っ
た
。
一
方
、
前
途

に
既
に
暗
雲
が
漂
い
始
め
て
い
た
時
期
と
も
言
え
る
。
「
あ
れ
に
は
困

っ
た
、
作
品
が
書
き
に
く
く
て
し
よ
う
が
な
い
」（
）

と
青
野
季
吉
の

11

提
唱
す
る
目
的
意
識
に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
葉
山
は
、
一
九
二
七

（
昭
和
二
）
年
に
入
る
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
い
作
品
を
ほ
と
ん
ど
書

か
ず
、
自
伝
的
作
品
や
エ
ッ
セ
イ
を
多
く
発
表
し
た
こ
と
で
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
関
係
者
を
失
望
さ
せ
た
の
で
あ
る
。「
死
屍
を
食
ふ
男
」
も
、

目
的
意
識
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
二
七
年
に

書
か
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
発
表
月
で
あ
る
四
月
の
「
新
潮
合
評
会
」
に

お
け
る
葉
山
本
人
の
言
説
か
ら
も
、
当
時
の
文
学
的
な
悩
み
を
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
目
的
意
識
に
対
す
る
直
接
な
批
判
は
避
け
て
い
る

も
の
の
、
葉
山
は
「
小
説
と
い
ふ
も
の
は
理
論
を
最
も
精
密
に
体
系
づ

け
る
と
い
ふ
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
む
し
ろ
「
人

の
感
情
の
方
面
か
ら
這
入
つ
て
行
く
と
い
ふ
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、「
僕
は
通
俗
小
説
は
否
定
し
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
通

俗
小
説
で
も
何
で
も
読
者
が
あ
る
と
こ
ろ
の
段
階
に
訴
へ
る
、
そ
の
実

感
を
盛
り
得
れ
ば
そ
の
作
品
は
好
い
訳
な
ん
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。

理
論
で
攻
め
る
青
野
と
感
情
に
訴
え
る
葉
山
の
違
い
は
、
「
最
も
困
る

こ
と
は
我
々
は
評
論
を
発
表
す
る
の
で
は
な
く
て
、
芸
術
を
、
小
説
を

発
表
す
る
」
と
い
う
葉
山
の
言
葉
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
（

）
。

12

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
は
、
多
く
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
が
『
新

青
年
』
に
作
品
を
発
表
し
は
じ
め
た
年
で
も
あ
っ
た
。
『
新
青
年
』
の

発
行
元
・
博
文
館
の
社
員
に
な
っ
て
い
た
平
林
初
之
輔
と
「
施
療
室
に

て
」
発
表
直
前
の
平
林
た
い
子
の
諸
作
の
他
、
村
山
知
義
は
「
巴
里
」

（
四
月
）
、
林
房
雄
は
「
初
夏
の
晴
衣
」（
八
月
）
、
小
堀
甚
二
は
「
地

の
底
の
精
神
主
義
者
」
（
八
月
）
を
『
新
青
年
』
に
発
表
し
た
。
鮎
川

哲
也
は
こ
の
現
象
を
、
『
新
青
年
』
の
「
門
戸
開
放
主
義
と
も
い
う
べ

き
編
集
方
針
」（
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

13
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こ
の
時
期
の
も
う
一
つ
の
傾
向
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
家

た
ち
と
『
文
芸
市
場
』
の
関
わ
り
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
芸
と
共
に
、
変
態
資
料
に
凝
っ
た
」（

）

梅
原
北
明
が
主

14

宰
し
、
金
子
洋
文
、
村
山
知
義
、
中
野
正
人
等
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

が
編
集
に
携
わ
っ
た
『
文
芸
市
場
』
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
、
新
感

覚
派
、
ダ
ダ
イ
ス
ム
な
ど
の
反
体
制
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
妖
怪
や
魔

窟
な
ど
の
変
態
資
料
に
も
誌
面
を
割
い
た
文
芸
誌
で
あ
る
。
一
九
二
七

（
昭
和
二
）
年
に
入
る
と
、
『
文
芸
市
場
』
は
中
野
正
人
の
編
集
の
元

で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
雑
誌
に
変
容
を
遂
げ
、
同
年
五
月
ま
で
は
そ
の

代
表
的
雑
誌
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
金
子
や
村
山
の
比
で
は
な
い
に
し
ろ
、

葉
山
嘉
樹
も
「
春
の
悩
み
」
（
一
九
二
六
年
五
月
）
、
「
刺
さ
れ
た
男
」

（
同
年
十
月
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
本
誌
と
そ
れ
な
り
に
積
極
的
な
関

わ
り
を
見
せ
た
。
掲
載
誌
が
違
う
と
は
言
え
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
が

屍
肉
食
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
変
態
心
理
」
を
題
材
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
変
態
資
料
の
発
表
誌
で
も
あ
っ
た
『
文
芸
市
場
』
の
影
響
を
感

じ
る
の
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。
同
時
期
に
執
筆
・
発
表

さ
れ
た
葉
山
の
「
狂
気
」（
『
文
芸
戦
線
』
一
九
二
七
年
二
月
号
）
で
も
、

長
い
監
獄
生
活
で
発
狂
し
た
囚
人
の
奇
行
が
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り

変
態
心
理
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

葉
山
の
作
家
的
な
歩
み
、
『
新
青
年
』
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
『
文

芸
市
場
』
の
変
態
資
料
の
影
響
。
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
が
、
こ
う
し
た

内
外
の
状
況
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
実

態
を
よ
り
具
体
的
に
考
察
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
本
作
の
原
話
で

あ
る
怪
談
、
舞
台
で
あ
る
葉
山
の
故
郷
・
豊
津
、
そ
し
て
乱
歩
の
影
響

に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
原
話

「
死
屍
を
食
ふ
男
」
は
、
江
戸
川
乱
歩
の
「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
譚
」、
萩

原
朔
太
郎
の
「
死
な
な
い
蛸
」、
他
十
四
作
と
共
に
『
新
青
年
』
一
九

二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
増
大
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

寂
び
れ
た
村
の
、
山
の
中
の
中
学
校
。
年
に
一
度
、
生
徒
が
近
く
の

湖
で
溺
れ
る
と
い
う
謎
の
溺
死
事
件
が
起
き
て
い
た
。
安
岡
と
深
谷
は

寄
宿
舎
の
同
じ
部
屋
で
過
ご
し
て
い
た
。
安
岡
は
、
夜
中
に
外
出
す
る

深
谷
を
不
審
に
思
い
、
そ
の
後
を
尾
け
る
こ
と
に
す
る
。
湖
の
南
側
の

墓
地
で
、
深
谷
が
墓
を
暴
い
て
死
肉
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
安
岡
が

目
撃
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
安
岡
は
シ
ョ
ッ
ク
で
寝
込
ん
で
病
死
し

て
し
ま
い
、
深
谷
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
数
日
後
に
水
死
体
で
見
つ
か

る
。本

作
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
深
谷
が
墓
を
暴
い
て
死
体
の
腕
に

か
ぶ
り
つ
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
展
開
は
決
し
て

葉
山
が
考
え
出
し
た
新
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
結
核
を
患
っ
た
学

生
が
墓
を
暴
き
、
「
肺
病
に
効
く
」
と
信
じ
ら
れ
た
人
骨
を
食
べ
て
い

る
と
こ
ろ
を
寄
宿
舎
の
同
室
生
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
怪
談
が

当
時
、
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
松
谷
み
よ
こ
が
「
お
ま
え
見
た
な
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
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『
現
代
民
話
考
』
に
収
め
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
い
。

あ
る
夜
、
明
道
学
寮
の
一
室
で
ひ
と
り
の
学
生
が
目
を
覚
ま
す

と
、
隣
の
Ａ
が
い
な
い
。
気
に
も
せ
ず
に
そ
の
夜
は
寝
た
が
、
次

の
夜
も
次
の
夜
も
い
な
い
。
そ
の
学
生
は
室
長
だ
っ
た
の
で
気
に

な
り
、
あ
る
夜
、
寝
ず
に
様
子
を
う
か
が
い
、
Ａ
が
出
て
行
く
後

を
つ
け
て
行
っ
た
。
Ａ
は
渡
り
廊
下
を
わ
た
っ
て
便
所
に
入
っ
た
。

な
ん
だ
、
や
は
り
便
所
か
と
苦
笑
し
た
が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
出

て
こ
な
い
。
戸
を
た
た
い
て
も
返
事
が
な
い
。
と
う
と
う
あ
け
て

み
た
。
便
所
は
も
ぬ
け
の
か
ら
で
あ
っ
た
。
窓
が
あ
い
て
い
る
。

窓
か
ら
の
ぞ
い
た
室
長
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。
隣
は
墓
地
だ
っ
た
。

Ａ
は
墓
の
間
に
し
ゃ
が
み
、
何
か
に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
る
。
人
の

気
配
を
感
じ
た
の
か
Ａ
が
ふ
り
返
っ
た
。
口
に
く
わ
え
て
い
た
も

の
は
骨
だ
っ
た
。

室
長
は
部
屋
に
逃
げ
か
え
り
、
ふ
と
ん
を
か
ぶ
っ
て
い
た
が
、

そ
こ
へ
足
音
が
近
付
い
て
Ａ
が
帰
っ
て
き
た
。
Ａ
は
室
に
寝
て
い

る
友
人
の
上
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
馬
乗
り
に
な
っ
て
息
を
か
い
で
い

た
が
、
室
長
の
と
こ
ろ
へ
く
る
と
冷
た
い
手
で
室
長
の
首
を
し
め

な
が
ら
さ
さ
や
い
た
。「
お
ま
え
、
見
た
な
」

お
そ
ろ
し
さ
に
、
室
長
は
気
を
失
い
、
高
熱
を
出
し
て
寝
こ
ん

だ
。
よ
う
や
く
な
お
っ
た
時
、
Ａ
が
中
庭
の
柳
の
枝
で
首
を
く
く

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
Ａ
は
結
核
を
直
そ
う
と
人
骨
を
食
っ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
（

）
。
15

こ
れ
は
「
福
井
県
の
福
井
師
範
学
校
に
語
り
継
が
れ
た
話
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
似
た
怪
談
は
、
本
研
究
だ
け
で
も
青
森
県
（

）
16

か
ら
福
岡
県
（

）

ま
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て
い

17

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
怪
談
は
少
な
く
と
も
明
治
末
（

）

か
ら

18

昭
和
二
十
年
代
（

）

ま
で
語
り
継
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
に
入
る

19

と
子
供
達
の
結
核
の
認
識
が
薄
れ
、
墓
荒
ら
し
の
犯
人
は
肺
病
の
学
生

か
ら
山
姥
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
一
九

八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
実
施
し
た
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
確
認
さ

れ
て
い
る
（

）
。
20

松
谷
み
よ
子
は
前
述
の
『
現
代
民
話
考
』
で
こ
の
怪
談
の
様
々
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
る
。
主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
（
Ａ
の
病
気
に
つ
い
て
）

・
Ａ
は
肺
病
・
結
核
を
患
っ
て
い
た
。（
こ
れ
は
圧
倒
的
に
多
い

よ
う
で
あ
る
。）

・
Ａ
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
て
い
た
。

②
（
Ａ
の
行
為
に
つ
い
て
）

・
Ａ
は
人
骨
を
食
べ
て
・
し
ゃ
ぶ
っ
て
い
た
。

・
Ａ
は
死
肉
を
食
べ
て
い
た
。

・
Ａ
は
死
体
の
血
を
吸
っ
て
い
た
。

③
（
話
の
結
末
に
つ
い
て
）

・
室
長
は
高
熱
を
出
し
、
あ
る
い
は
病
気
に
な
り
、
Ａ
は
自
殺
し

た
。
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・
室
長
は
高
熱
を
出
し
、
あ
る
い
は
病
気
に
な
り
、
Ａ
は
結
核
で

死
ん
だ
。

・
二
人
と
も
死
体
で
見
つ
か
っ
た
。

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に
、
こ
の
怪
談
は
「
ア
ミ
ダ
寺
の

怪
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
河
北
新
報
』
の
「
郷
土
の
怪
談
」
シ
リ
ー

ズ
（
七
月
二
十
六
日
よ
り
十
五
回
連
載
）
に
載
り
、
一
九
七
〇
年
代
の

怪
談
ブ
ー
ム
を
き
っ
か
け
に
、「
お
ま
え
見
た
な
」「
骨
し
ゃ
ぶ
り
」
な

ど
の
タ
イ
ト
ル
で
多
く
の
怪
談
集
と
民
話
集
に
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
方
、
国
内
外
邦
字
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
怪
談
・
妖
怪
事
件
の

記
事
を
蒐
集
し
た
『
明
治
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料
集
成
』
（
湯
本
豪
一

編
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
）
と
『
大
正
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料

集
成
』
（
同
、
二
〇
一
四
年
）
に
本
話
が
載
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
時
は
ほ
と
ん
ど
文
章
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
が
文
章
化
の
か
な
り
早
い
例
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
葉
山
は
「
肺
病
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
「
色

の
青
白
い
、
瘠
せ
た
、
胸
の
薄
い
」
と
遠
回
し
に
書
い
て
い
る
だ
け
だ

が
、
『
新
青
年
』
の
読
者
の
多
く
が
元
の
怪
談
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
読
ん
だ
だ
け
で
、
深
谷
が
肺
病
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

四
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
お
け
る
豊
津
描
写

本
作
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
村
は
、「
山
中
の
一
村
」
と
書
か
れ
て

い
る
だ
け
で
、
名
前
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
葉
山
自
身
の

故
郷
で
あ
る
福
岡
県
京
都
郡
豊
津
村
（
一
九
五
五
年
に
豊
津
町
、
二
〇

〇
六
年
に
み
や
こ
町
と
合
併
改
名
）
が
こ
の
村
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
、
葉
山
研
究
者
の
共
通
し
た
見
方
で
あ
る
。
な
お
、
葉
山
自

身
が
出
た
中
学
校
と
そ
の
周
辺
が
か
な
り
忠
実
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

中
学
校
は
山
の
中
に
あ
つ
た
。
運
動
場
は
代
々
木
の
練
兵
場
ほ

ど
広
く
て
、
一
方
は
県
社
○
○
○
神
社
に
続
い
て
お
り
、
一
方
は

聖
徳
太
子
の
建
立
に
係
る
と
云
は
れ
る
国
分
寺
に
続
い
て
ゐ
た
。

そ
し
て
又
一
方
は
湖
に
な
つ
て
ゐ
て
［
中
略
］
そ
の
湖
の
岸
の
北

側
に
は
屠
殺
場
が
あ
つ
て
、
南
側
に
は
墓
地
が
あ
つ
た
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
学
校
と
そ
の
周
辺
風
景
の
ほ
と
ん
ど
は
実
際
に
存

在
す
る
、
あ
る
い
は
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
浅
田
隆
は
『
葉
山
嘉
樹

論

―
「
海
に
生
く
る
人
々
」
を
め
ぐ
っ
て
』
の
中
で
こ
の
こ
と
を

初
め
て
指
摘
し
た
が
、
浅
田
は
文
末
注
で
「
『
湖
』
は
巣
鳥
池
、『
○
○

○
神
社
』
は
小
笠
原
神
社
で
あ
る
」（

）

と
書
い
て
い
る
だ
け
で
、
詳

21

し
く
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
浅
田
論
の
不
足
点
を
補
う
べ
く
、

こ
の
度
は
育
徳
館
の
校
長
（
当
時
）
・
小
正
路
淑
泰
氏
と
み
や
こ
町
歴

史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
・
木
村
達
美
氏
の
ご
協
力
の
下
で
み
や
こ
町
の
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現
地
調
査
を
行
い
、
本
作
に
出
て
く
る
ほ
ぼ
全
て
の
場
所
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
六
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。①

〈
中
学
校
〉
と
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
豊
津
藩
の
藩
校

と
し
て
創
立
さ
れ
た
育
徳
館
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
育
徳
館
は
藩

校
か
ら
県
立
中
学
校
に
変
わ
り
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
に

「
福
岡
県
立
豊
津
中
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
が
、
葉
山
は
一
九
一
三

（
大
正
二
）
年
に
こ
の
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
（
現
校
名
は
、
福
岡

県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
等
学
校
。
）
な
お
、
安
岡
と
深
谷
が
住
む
寮

と
よ
く
似
た
「
二
階
建
寄
宿
舎
」
が
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年

頃
に
作
成
さ
れ
た
「
福
岡
県
立
豊
津
中
学
校
校
舎
配
置
図
」（

）

に
記

22

載
さ
れ
て
い
る
。

②
〈
○
○
○
神
社
〉
は
、
浅
田
氏
の
指
摘
通
り
、
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
に
県
社
に
指
定
さ
れ
た

小
笠
原
神
社
を
指
す
。

③
〈
国
分
寺
〉
と
は
豊
前
国
分
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
五
重
塔
で
は
な

く
、
三
重
塔
が
立
っ
て
い
る
。

④
〈
湖
〉
は
浅
田
氏
の
指
摘
通
り
、
巣
鳥
池
を
指
す
。
一
九
二
九

（
昭
和
四
）
年
ま
で
、
豊
津
中
学
校
（
育
徳
館
）
の
水
泳
の
練
習
は
巣

鳥
池
で
行
わ
れ
、
水
難
事
故
が
数
回
起
き
た
と
い
う
（

）
。
23

⑤
〈
墓
地
〉
は
、
豊
津
中
学
校
（
育
徳
館
）
の
近
く
に
位
置
す
る
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
墓
地
に
正
式
呼
称
は
な
い
が
、
地
元
の
人
は

「
上
坂
の
墓
地
」
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
あ
る
（

）
。
中
学
校
か
ら
の

24

直
線
距
離
は
四
百
メ
ー
ト
ル
強
、
安
岡
と
深
谷
が
歩
い
た
想
定
コ
ー
ス

を
検
討
す
る
と
五
百
メ
ー
ト
ル
強
に
な
る
。

⑥
〈
屠
殺
場
〉
は
現
存
し
な
い
が
、
松
井
斌
二
が
一
九
一
六
（
大
正

五
）
年
に
編
纂
し
た
豊
津
の
地
誌
『
龍
吟
成
夢
付
録
・
豊
津
略
誌
』

（

）

に
は
、
台
ヶ
原
旧
上
坂
町
に
あ
っ
た
「
旧
屠
牛
所
」
に
関
す
る
記

25述
が
見
ら
れ
る
。
屠
殺
場
が
あ
っ
た
正
確
な
場
所
は
定
か
で
は
な
い
が
、

「
上
坂
の
墓
地
」
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
葉
山
の
子
供
時
代

に
営
業
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
豊

津
出
身
の
堺
利
彦
は
、
『
堺
利
彦
伝
』
の
中
で
こ
の
屠
牛
所
に
つ
い
て

書
い
て
い
る
。

台
ヶ
原
に
屠
牛
所
が
作
ら
れ
て
い
た
。
中
学
校
の
昼
休
み
に
、

そ
こ
の
屠
殺
を
見
に
行
っ
て
目
か
く
し
を
さ
れ
た
牛
が
、
額
の
ま

っ
正
面
を
鉄
の
槌
で
打
ち
お
ろ
さ
れ
、
ゴ
ト
ゴ
ト
と
足
踏
み
を
し

て
ド
タ
リ
と
倒
れ
た
の
を
見
て
、
非
常
に
い
や
な
気
持
ち
が
し
た

が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
肉
は
う
ま
か
っ
た
（

）
。

26

次
に
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
お
け
る
豊
津
の
歴
史
に
関
す
る
記
述

を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

そ
の
中
学
の
あ
る
村
が
、
栓
を
抜
い
た
風
呂
桶
の
水
の
や
う
に

人
口
が
減
り
初
め
た
。
残
つ
て
ゐ
る
者
は
旧
藩
の
士
族
で
、
い
く

ら
か
の
恩
給
を
貰
つ
て
ゐ
る
廃
吏
ば
か
り
に
な
つ
た
。

何
故
か
な
ら
、
そ
の
村
は
、
殿
様
が
追
ひ
詰
め
ら
れ
た
時
に
、
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逃
げ
込
ん
で
無
理
に
拵
へ
た
山
中
の
一
村
で
あ
つ
た
か
ら
、
何
に

も
産
業
と
云
ふ
も
の
が
無
か
つ
た
。

で
、
中
学
の
存
在
に
よ
つ
て
引
き
止
め
や
う
と
し
た
が
、
困
つ

た
事
に
は
中
学
が
そ
の
地
方
十
里
以
内
の
地
域
に
一
度
に
七
つ
も

創
立
さ
れ
た
。

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
豊
津
の
歴
史
で
あ
る
。
一

八
六
六
（
慶
応
二
）
年
の
第
二
次
長
州
征
討
で
、
小
倉
藩
が
長
州
藩
と

の
戦
い
に
敗
れ
る
と
、
藩
主
の
小
笠
原
氏
は
自
ら
小
倉
城
に
火
を
放
っ

て
敗
走
し
た
。
そ
の
後
、
小
笠
原
藩
は
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
藩

庁
が
香
春
に
移
っ
て
香
春
藩
に
変
わ
り
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に

豊
津
へ
移
転
し
て
豊
津
藩
と
な
っ
た
。
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
豊
津
藩
は

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
豊
津
県
に
な
っ
た
が
、
た
っ
た
四
ヶ
月
後

に
小
倉
県
に
合
併
統
合
さ
れ
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
福
岡
県
に

編
入
さ
れ
た
。
こ
れ
と
い
っ
て
産
業
も
な
く
、
藩
庁
所
在
地
だ
け
が
存

在
意
義
の
豊
津
が
こ
う
し
て
影
響
力
を
失
う
と
人
口
流
出
が
始
ま
り
、

小
笠
原
氏
ゆ
か
り
の
士
族
だ
け
が
残
っ
た
の
だ
が
、
葉
山
本
人
も
そ
の

子
孫
に
当
た
る
。

ま
た
、
福
岡
県
下
に
は
元
々
、
育
徳
館
と
修
猷
館
と
い
う
二
つ
の
中

学
校
し
か
な
か
っ
た
が
、
炭
鉱
で
大
儲
け
し
た
蔵
内
次
郎
作
が
一
九
〇

八
（
明
治
四
十
一
）
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
当
選
し
、
「
殆
ん
ど

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
村
に
中
学
を
寄
附
し
た
」
歴
史
も
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
豊
津
描
写
を
受
け
て
、
浅
田
隆
は
「
死
屍
を
食
ふ

男
」
を
、
「
学
校
の
寄
宿
舎
な
ど
に
よ
く
あ
る
怪
談
も
の
を
豊
津
中
学

に
置
き
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
作
品
」
と
片
付
け
て
い
る
（

）
。

27

し
か
し
、
果
し
て
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の

掲
載
誌
で
あ
る
『
新
青
年
』
と
そ
の
作
家
た
ち
に
目
を
向
け
、
本
作
の

見
落
と
さ
れ
た
側
面
を
探
り
た
い
。

五
、「
闇
に
蠢
く
」
等
の
影
響

浦
西
和
彦
と
浅
田
隆
を
は
じ
め
と
す
る
葉
山
研
究
者
は
、
こ
れ
ま
で

「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
お
け
る
豊
津
描
写
の
み
に
作
家
論
的
な
興
味
を

示
し
、
そ
れ
以
上
の
考
察
を
展
開
し
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
、
葉
山
嘉

樹
と
い
う
作
家
か
ら
一
旦
離
れ
、
〈
食
人
〉
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
同
時

代
の
大
衆
文
学
作
品
に
着
目
し
た
い
。「
死
屍
を
食
ふ
男
」
を
、
病
気

や
「
肉
体
破
砕
」
を
描
い
た
葉
山
の
初
期
作
品
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
当
時
の
探
偵
小
説
の
流
れ
の
中
で
捉
え
る
こ

と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

原
田
洋
将
の
研
究
に
よ
る
と
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
が
書
か
れ
た
当

時
は
「
生
理
的
嫌
悪
感
を
抱
き
か
ね
な
い
グ
ロ
テ
ス
ク
な
テ
ー
マ
こ
そ

が
、
人
々
か
ら
の
喝
采
を
以
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
」
時
期
で
、『
新
青

年
』
の
誌
面
に
は
「
『
食
人
』
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
テ
ー
マ
に
対
す

る
人
々
の
興
味
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
な
意
図
が
題
か
ら
感
じ
ら
れ
る
作

品
が
散
見
す
る
」
の
で
あ
っ
た
（

）
。
原
田
は
、
小
酒
井
不
木
が
「
殺

28

人
論
」（
『
新
青
年
』
一
九
二
三
年
三
〜
十
一
月
号
）
の
中
で
「
食
人
の

風
俗
」
や
「
人
肉
に
対
す
る
異
嗜
」
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
を
流
行
の
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起
源
と
し
、
食
人
を
題
材
に
し
た
探
偵
小
説
の
例
と
し
て
、
江
戸
川
乱

歩
「
闇
に
蠢
く
」
（
『
苦
楽
』
一
九
二
六
年
一
〜
十
一
月
号
、『
現
代
大

衆
文
学
全
集

第
三
巻

江
戸
川
乱
歩
集
』（
平
凡
社
、
一
九
二
七
年
十

月
）
に
て
完
結
）
、
水
谷
準
「
恋
人
を
喰
べ
る
話
」
（
『
探
偵
趣
味
』
一

九
二
六
年
十
月
号
）
、
瀬
尾
ア
キ
夫
「
恋
人
を
喰
ふ
」
（
『
探
偵
趣
味
』

一
九
二
八
年
五
月
号
）
、
夢
野
久
作
「
人
間
詰
物
」
（
『
新
青
年
』
一
九

三
六
年
三
月
号
）
の
四
作
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
中
で
「
死
屍
を
食
ふ

男
」
よ
り
前
に
書
か
れ
、
本
作
に
何
等
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
水
谷
準
の
「
恋
人
を
喰
べ
る
話
」
と
乱

歩
の
「
闇
に
蠢
く
」
で
あ
る
。

「
恋
人
を
喰
べ
る
話
」
は
、
的
場
悠
助
と
い
う
男
が
恋
人
の
百
合
亜

を
意
図
せ
ず
殺
し
て
し
ま
い
、
そ
の
墓
標
と
な
っ
て
い
る
無
花
果
の
木

の
実
を
、
「
僕
は
百
合
亜
の
肉
を
食
つ
て
ゐ
る
の
だ
」
と
恍
惚
と
し
て

食
べ
る
話
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
本
当
の
食
人
で

は
な
い
が
、
病
に
冒
さ
れ
「
死
ぬ
五
六
日
前
」
の
的
場
悠
助
が
「
枕
元

に
座
つ
た
」
友
人
に
「
恋
人
を
喰
べ
る
話
」
を
聞
か
せ
る
と
い
う
設
定

は
、
安
岡
が
「
臨
終
の
枕
頭
の
親
友
」
に
「
屍
を
食
ふ
の
を
見
た
一
場

を
物
語
」
る
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
終
わ
り
の
場
面
と
よ
く
似
て
い
る
。

し
か
し
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
と
紛
れ
も
な
い
類
似
性
を
持
つ
の
は
、

こ
の
作
品
よ
り
も
む
し
ろ
乱
歩
の
「
闇
に
蠢
く
」
で
あ
る
。

「
怪
奇
探
偵
」
小
説
と
呼
ば
れ
た
（

）
「
闇
に
蠢
く
」
は
、
乱
歩
に
と

29

っ
て
初
め
て
の
長
編
・
連
載
小
説
で
、
生
き
延
び
る
た
め
に
人
肉
を
食

べ
た
者
が
そ
の
味
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
殺
人
や
屍
肉
食
を
す
る
と
い
う

「
人
肉
に
対
す
る
異
嗜
」
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
病
気
治
療
を
目
的

と
し
た
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
原
話
の
屍
肉
食
と
は
性
質
が
大
き
く
異

な
る
が
、
前
半
で
溺
死
事
件
を
描
き
、
後
半
で
食
人
事
件
を
描
く
点
に

お
い
て
は
こ
の
二
作
の
構
成
が
酷
似
し
て
い
る
。

「
闇
に
蠢
く
」
で
は
、
洋
画
家
の
野
崎
三
郎
は
、
恋
人
の
お
蝶
を
連

れ
て
信
濃
の
Ｓ
温
泉
の
籾
山
ホ
テ
ル
を
訪
れ
る
。
し
か
し
、
二
人
が
近

く
の
森
で
隠
れ
ん
坊
を
し
て
い
る
最
中
に
お
蝶
は
姿
を
消
し
、
履
い
て

い
た
草
履
の
片
方
は
大
き
な
沼
の
縁
に
、
も
う
一
方
は
沼
の
水
面
に
浮

い
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
。

お
蝶
の
隠
れ
場
所
が
見
つ
か
ら
ず
、
三
郎
の
遊
び
心
が
恐
怖
心
に
変

わ
る
場
面
は
、
野
球
の
セ
コ
チ
ャ
ン
が
水
中
に
潜
り
、
野
球
部
の
仲
間

の
「
賞
賛
の
声
、
羨
望
の
声
が
、
恐
怖
の
叫
び
に
変
」
る
「
死
屍
を
食

ふ
男
」
の
場
面
と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
で
は

「
屠
牛
所
の
生
血
の
祟
り
が
あ
の
湖
に
は
あ
る
」
と
噂
さ
れ
て
い
る
の

と
同
様
、
「
闇
に
蠢
く
」
の
沼
は
「
底
な
し
の
沼
だ
相
で
、
そ
の
上
、

蛇
身
の
主
が
ゐ
て
、
そ
れ
に
見
込
ま
れ
た
ら
、
ど
ん
な
泳
ぎ
の
名
人
で

も
、
迚
も
助
か
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

二
作
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
を
見
て
も
、
乱
歩
の
「
沼
は
相
変
わ

ら
ず
、
無
表
情
に
黙
り
こ
く
つ
て
、
ド
ン
ヨ
リ
曇
つ
た
空
を
映
し
て
ゐ

た
」
と
、
葉
山
の
「
湖
は
、
底
も
な
く
澄
み
亘
つ
た
空
を
映
し
て
、
魔

の
色
を
益
々
濃
く
し
た
」
と
い
う
水
面
描
写
に
は
、
曇
り
と
晴
れ
の
違

い
は
あ
る
に
せ
よ
類
似
性
が
顕
著
で
あ
る
。
安
岡
が
深
谷
の
後
を
尾
け

て
墓
地
に
向
か
う
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
後
半
の
場
面
で
は
、
セ
コ
チ
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ャ
ン
を
「
呑
み
殺
し
た
湖
」
が
「
セ
コ
チ
ャ
ン
が
溺
死
し
た
沼
」
に
変

わ
り
、「
沼
の
表
」
が
「
曇
つ
た
空
を
映
」
す
描
写
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
闇
に
蠢
く
」
の
後
半
で
は
、
籾
山
ホ
テ
ル
の
主
人
が
「
人
肉
に
対

す
る
異
嗜
」
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
洞
窟
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
野
崎
三
郎
も
人
肉
を
食
べ
て
飢
え
を
凌
ぐ
羽
目
に
な
る
。「
闇
に

蠢
く
」
の
連
載
期
間
が
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
執
筆
時
期
に
近
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
溺
死
事
件
に
始
ま
っ
て
食
人
事
件
に
終
わ
る
こ
の
二
作

の
類
似
点
を
た
だ
の
偶
然
の
一
致
と
は
言
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

六
、
安
岡
と
深
谷
の
分
身
関
係

単
行
本
収
録
時
に
補
完
さ
れ
た
「
闇
に
蠢
く
」
の
終
わ
り
の
部
分
で

は
、
お
蝶
が
溺
死
し
た
の
で
は
な
く
、
籾
山
ホ
テ
ル
の
主
人
に
よ
っ
て

匿
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
同
じ
「
人
肉
に
対
す
る

異
嗜
」
を
覚
え
た
野
崎
三
郎
は
、
病
死
し
た
お
蝶
が
眠
る
墓
地
で
行
方

を
晦
ま
し
て
い
た
ホ
テ
ル
主
人
と
対
面
し
、
お
蝶
の
死
体
を
め
ぐ
る
争

奪
戦
が
始
ま
る
。
二
人
の
対
決
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
翌
朝
に

心
臓
を
え
ぐ
ら
れ
た
お
蝶
、
喉
首
を
噛
み
砕
か
れ
た
ホ
テ
ル
主
人
、
そ

し
て
首
を
く
く
っ
た
野
崎
三
郎
の
三
死
体
が
墓
地
の
中
で
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
補
完
分
は
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
半
年
後
に
発
表
さ
れ
た
の
で
、

葉
山
の
小
説
に
直
接
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
な
い
が
、
墓
地
の
中
で

の
土
壇
場
と
い
い
、
二
人
が
死
ぬ
終
わ
り
方
と
い
い
、
多
く
の
共
通
点

が
あ
る
。
乱
歩
研
究
者
の
宮
本
和
歌
子
は
、
「
闇
に
蠢
く
」
の
野
崎
三

郎
と
ホ
テ
ル
主
人
の
こ
の
関
係
に
一
人
二
役
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
（

）
。

30

宮
本
氏
は
、
乱
歩
作
品
に
お
け
る
一
人
二
役
ト
リ
ッ
ク
や
登
場
人
物

の
一
人
二
役
関
係
を
数
多
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
大
正
末
期
の
乱
歩
作

品
に
は
〈
夢
遊
病
〉
〈
離
魂
病
〉
に
よ
る
一
人
二
役
の
例
が
複
数
見
ら

れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
夢
遊
病
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
「
二
廃
人
」

（
『
新
青
年
』
一
九
二
四
年
六
月
号
）
と
「
夢
遊
病
者
彦
太
郎
の
死
」

（
『
苦
楽
』
一
九
二
五
年
七
月
号
）
は
有
名
だ
が
、「
二
廃
人
」
の
中
で

「
夢
中
遊
行
、
離
魂
病
、
夢
中
の
犯
罪
」
は
類
似
現
象
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
（

）
。
乱
歩
は
『
幻
影
城
』
の
「
怪
談
入
門
」
の
中
で
、
東

31

洋
に
お
け
る
分
身
怪
談
の
原
形
が
離
魂
病
で
あ
る
と
述
べ
、
中
国
の
例

と
し
て
『
捜
神
後
記
』
巻
三
の
「
宋
時
有
一
人
云
々
」
、
日
本
の
例
と

し
て
『
一
夜
舟
』
巻
三
の
「
離
魂
病
の
娘
」
と
『
奥
州
波
奈
志
』
の

「
影
の
病
」
を
紹
介
し
て
い
る
（

）
。
宮
本
氏
は
離
魂
病
を
「
今
で
い

32

う
と
こ
ろ
の
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
や
幽
体
離
脱
の
よ
う
な
も
の
」
と
説

明
し
て
い
る
が
、
自
分
と
全
く
同
じ
姿
を
し
た
人
と
遭
遇
し
、
後
に

「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
病
気
に
か
か
つ
て
死
亡
す
る
」
の
が
そ
の
典
型
的
な

例
で
あ
る
。

「
闇
に
蠢
く
」
の
野
崎
三
郎
と
ホ
テ
ル
主
人
は
、
見
た
目
こ
そ
似
て

い
な
い
も
の
の
、
「
食
人
行
為
と
い
う
点
」
に
お
い
て
は
「
相
似
形
」

を
な
し
て
お
り
、
「
二
人
の
相
似
は
、
お
蝶
の
墓
を
暴
く
場
面
で
最
高

潮
に
達
す
る
」
と
宮
本
氏
は
主
張
し
て
い
る
。
野
崎
は
「
同
病
者
」
の

ホ
テ
ル
主
人
を
「
い
わ
ば
自
分
の
分
身
と
見
て
お
り
」
、
そ
の
分
身
を

「
殺
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
自
分
も
必
然
的
に
死
ぬ
こ
と
に
な
」
る
。
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自
分
の
分
身
を
殺
し
た
野
崎
が
死
ぬ
「
闇
に
蠢
く
」
の
物
語
は
、
「
自

分
の
分
身
を
目
撃
し
た
者
が
死
ぬ
」
離
魂
病
伝
説
を
元
に
し
て
い
る
と

宮
本
氏
は
述
べ
て
い
る
。

で
は
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
原
話

「
お
ま
え
見
た
な
」
に
は
な
い
本
作
の
特
徴
の
一
つ
が
、
登
場
人
物

「
安
岡
」
と
「
深
谷
」
の
人
物
形
成
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
小
説
の
始

め
で
は
、
寄
宿
生
の
少
な
さ
を
「
淋
し
」
く
「
心
細
」
く
思
う
安
岡
と
、

「
出
来
る
事
な
ら
ば
、
そ
の
室
に
一
人
で
居
た
か
つ
た
」
「
人
間
嫌
ひ

な
」
深
谷
は
、
対
照
的
な
人
物
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

野
球
の
セ
コ
チ
ャ
ン
の
溺
死
を
機
に
、
安
岡
は
神
経
衰
弱
に
陥
り
、
深

刻
な
不
眠
症
に
悩
ま
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
二
人
の
運
命
は
、
絡
み
合
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

夜
に
な
る
と
、
安
岡
は
「
発
育
の
不
充
分
な
、
病
身
で
内
気
で
、
た

と
ひ
女
の
方
か
ら
云
ひ
寄
ら
れ
た
に
し
て
も
、
嫌
悪
の
感
を
抱
く
」
深

谷
の
臆
病
さ
、「
機
械
体
操
で
は
、
金
棒
に
尻
上
り
も
出
来
な
い
」
深

谷
の
弱
々
し
さ
な
ど
、
「
次
か
ら
次
へ
と
深
谷
の
事
に
つ
い
て
考
へ
」

る
。
さ
ら
に
、
安
岡
は
「
俺
は
神
経
衰
弱
を
や
つ
て
ゐ
る
ん
だ
。
幻
だ
。

夢
だ
。
錯
覚
な
ん
だ
」
と
自
分
の
正
気
を
時
々
疑
う
よ
う
に
な
る
。
深

谷
の
人
物
像
は
主
に
安
岡
の
目
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
客

観
性
と
信
憑
性
は
こ
の
時
点
で
既
に
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
で
は
、
「
松
林
の
間
を
、
忍
術
使
ひ
で
で

も
あ
る
や
う
に
、
フ
ワ
フ
ワ
と
然
も
早
く
飛
ん
で
」
、「
野
球
の
チ
ヤ
ン

が
二
人
で
漸
く
載
つ
け
る
事
が
出
来
た
、
仮
の
墓
石
」
を
軽
々
と
持
ち

上
げ
る
深
谷
が
神
が
か
っ
た
俊
足
と
怪
力
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
安
岡
の
病
ん
だ
神
経
に
よ
る
錯
覚
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
安
岡
が
そ
の
よ
う
な
深
谷
の
「
身
軽
さ
が
伝
染
し
で
も
し
た
や

う
に
、
風
の
や
う
に
深
谷
の
後
を
」
墓
地
ま
で
追
い
か
け
る
場
面
や
、

「
ど
う
し
て
、
寄
宿
舎
に
帰
つ
た
か
自
分
で
も
知
ら
な
か
つ
た
」
と
こ

ろ
を
考
え
る
と
、
彼
の
妄
想
あ
る
い
は
夢
の
中
で
の
出
来
事
と
も
解
釈

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
翌
朝
、
深
谷
は
「
君
は
、
昨
夜
、
何
か
見
な
か
つ
た
か
い
？
」

と
安
岡
に
訊
き
、
安
岡
は
「
い
い
や
。
何
も
見
な
か
つ
た
」
と
答
え
る
。

す
る
と
、
深
谷
は
、
「
君
の
口
の
周
り
は
、
全
で
死
屍
で
も
食
つ
た
や

う
に
、
泥
だ
ら
け
だ
よ
」
と
静
か
に
言
う
。
深
谷
の
こ
の
言
葉
は
、
安

岡
の
恐
怖
を
煽
る
た
め
の
も
の
で
、
原
話
の
「
お
ま
え
見
た
な
」
に
代

わ
る
台
詞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
岡
の
口
の
周
り
に
泥
が
付
い

て
い
る
の
は
、
彼
が
墓
地
で
「
叫
ぶ
ま
い
と
し
て
、
い
き
な
り
地
面
に

口
を
押
し
つ
け
た
」
た
め
で
、
死
屍
を
食
っ
た
た
め
で
は
な
い
筈
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
口
の
周
り
に
土
を
つ
け
た
安
岡
の
姿
に
は
、
ま
る
で

深
谷
と
人
格
が
入
れ
替
わ
っ
た
よ
う
な
不
気
味
さ
が
あ
る
。
そ
の
後
、

安
岡
は
「
病
名
が
判
然
し
な
」
い
病
気
に
罹
り
、
二
人
は
別
の
場
所
で

同
時
に
死
を
遂
げ
る
。
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
病
気
に
か
か
つ
て
死
亡
す

る
」
離
魂
病
と
同
様
の
死
に
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
も
夢
遊
病
や
離
魂
病
を
思
わ

せ
る
要
素
が
あ
り
、
広
義
の
分
身
怪
談
と
し
て
読
む
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
「
闇
に
蠢
く
」
で
は
、
野
崎
三
郎
と
ホ
テ
ル
主
人
は
「
人
肉
に
対
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す
る
異
嗜
」
と
い
う
〈
病
〉
を
共
有
す
る
故
に
分
身
関
係
が
成
立
す
る

と
宮
本
氏
は
書
い
て
い
る
。
同
病
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
死
屍
を
食
ふ

男
」
に
登
場
す
る
肺
病
の
深
谷
と
神
経
病
の
安
岡
も
〈
病
〉
に
よ
っ
て

結
ば
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
小
説
の
始
め
で
は
深
谷
の
病

弱
さ
の
原
因
を
知
ら
な
か
っ
た
安
岡
と
、
安
岡
の
不
眠
症
に
つ
い
て
は

「
口
を
緘
し
て
ゐ
た
」
深
谷
が
、
墓
地
で
そ
の
〈
病
〉
を
共
有
す
る
こ

と
に
な
る
。
セ
コ
チ
ャ
ン
が
溺
れ
た
沼
に
近
づ
く
と
「
自
分
が
溺
死
し

か
け
て
で
も
ゐ
る
や
う
な
恐
怖
に
囚
は
れ
」
る
ほ
ど
神
経
が
過
敏
に
な

っ
て
い
る
安
岡
は
、
深
谷
の
屍
肉
食
を
目
の
当
た
り
に
し
、
「
土
に
は

全
で
そ
れ
が
腐
屍
で
で
も
あ
る
や
う
に
、
臭
気
が
あ
る
や
う
に
感
じ
」

る
。
つ
ま
り
、「
死
屍
を
食
ふ
」
体
験
を
共
有
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

一
方
、
深
谷
も
、
「
死
屍
で
も
食
つ
た
や
う
に
」
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た

安
岡
に
、
屍
肉
食
を
し
た
自
分
の
姿
を
見
て
し
ま
う
。
こ
の
離
魂
病
的

体
験
に
よ
り
、
二
人
の
運
命
は
死
に
向
か
っ
て
い
く
。
な
お
、
死
体
と

な
っ
て
「
汀
に
打
ち
上
げ
ら
れ
」
る
深
谷
の
最
期
は
、
病
気
を
苦
に
し

た
入
水
自
殺
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
死
因
は
野
球
の
セ
コ
チ
ャ
ン

と
同
じ
溺
死
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
セ
コ
チ
ャ
ン
、
深
谷
、
安
岡
の
三

人
の
間
に
何
ら
か
の
因
縁
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

七
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
お
け
る
〈
伝
承
〉
の
テ
ー
マ

こ
の
よ
う
に
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
怪
談

「
お
ま
え
見
た
な
」
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
そ
の
構
成
は
む
し
ろ
「
闇
に

蠢
く
」
の
連
載
分
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
二

つ
の
異
な
っ
た
要
素
を
繋
ぐ
接
着
剤
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
〈
豊
津
〉
と
い
う
空
間
で
あ
る
。
葉
山
は
「
お
ま
え
見
た
な
」
の

学
校
に
母
校
の
育
徳
館
を
用
い
、
お
蝶
が
沼
の
ほ
と
り
で
失
踪
す
る

「
闇
に
蠢
く
」
の
場
面
を
、
育
徳
館
の
学
生
が
巣
鳥
池
で
水
泳
中
に
溺

れ
る
と
い
う
場
面
に
置
き
換
え
た
。
「
闇
に
蠢
く
」
の
構
成
が
「
死
屍

を
食
ふ
男
」
の
〈
骨
組
〉
で
、
一
人
二
役
や
離
魂
病
の
テ
ー
マ
が
そ
の

中
に
組
み
込
ま
れ
た
〈
柱
〉
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
豊
津
描
写
は
そ
の
柱

と
連
結
し
て
、
学
校
怪
談
「
お
ま
え
見
た
な
」
の
事
件
を
主
軸
と
し
た

物
語
展
開
を
支
え
る
〈
梁
〉
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、「
死
屍
を
食
ふ
男
」
は
た
だ
単
に
「
闇
に
蠢
く
」
と
「
お

ま
え
見
た
な
」
の
物
語
を
合
体
さ
せ
、
舞
台
を
豊
津
に
移
し
た
だ
け
の

作
品
で
は
な
い
。
他
人
の
噂
や
自
分
の
狭
い
見
聞
を
安
易
に
信
じ
る
こ

と
へ
の
戒
め
が
、
先
行
物
語
に
は
な
い
独
自
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

「
色
ん
な
事
を
知
ら
な
い
方
が
い
ゝ
」
か
ら
始
ま
る
冒
頭
部
分
で
は
、

「
新
聞
の
『
そ
の
日
の
運
勢
』」
の
内
容
が
気
に
な
る
人
と
、「
あ
そ
こ

の
家
の
屋
根
か
ら
は
、
毎
晩
人
魂
が
飛
ぶ
」
と
い
う
噂
を
聞
い
て
「
夜

に
な
る
と
そ
こ
を
通
ら
な
い
」
人
、
つ
ま
り
占
い
や
俗
信
に
翻
弄
さ
れ

る
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
野
球
の
セ
コ
チ
ャ
ン
」
が
溺

死
し
、
中
学
校
は
「
屠
牛
所
の
生
血
の
祟
り
が
あ
の
湖
に
は
あ
る
の
だ

ら
う
」
と
い
う
「
噂
で
持
ち
切
」
り
に
な
る
。
つ
ま
り
、
少
年
の
事
故

死
の
事
実
は
、
屠
殺
場
へ
の
差
別
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
、
「
屠
牛
所
の

生
血
の
祟
り
」
と
い
う
怖
い
〈
噂
〉
と
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
人
間
の
骨
は
肺
結
核
に
効
く
」
と
い
う
迷
信
に
翻
弄
さ



- 13 -

れ
異
常
行
動
に
出
た
深
谷
の
姿
を
、
神
経
衰
弱
と
不
眠
症
に
よ
り
精
神

を
不
安
定
に
し
た
安
岡
が
目
撃
し
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
物
語
が
生

ま
れ
る
。安

岡
は
故
郷
の
あ
ら
ゆ
る
医
師
の
立
会
診
断
で
も
病
名
が
判
然

し
な
か
つ
た
。
臨
終
の
枕
頭
の
親
友
に
彼
は
云
つ
た
。

「
僕
の
病
源
は
僕
丈
け
が
知
つ
て
ゐ
る
。」

か
う
云
つ
て
、
切
れ
切
れ
な
言
葉
で
彼
は
屍
を
食
ふ
の
を
見
た

一
場
を
物
語
つ
た
。
そ
し
て
忌
は
し
い
世
に
別
れ
を
告
げ
て
し
ま

つ
た
。

こ
う
し
て
安
岡
は
、
親
友
に
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
物
語
を
伝
え
て

死
ぬ
。
安
岡
の
誤
解
と
病
気
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
こ
の
物
語
は
、
人

の
口
か
ら
人
の
口
へ
と
広
ま
り
、
伝
承
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て

最
後
に
活
字
と
な
っ
て
、
小
説
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
と
し
て
我
々
読
者

の
目
に
触
れ
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
の
「
人
魂
」、
前
半
の
「
屠
牛
所
の
生
血
の
祟
り
」、
そ
し
て
後

半
の
「
死
屍
を
食
ふ
男
」。
三
つ
と
も
〈
伝
承
〉
で
あ
り
、〈
怪
談
〉
で

も
あ
る
。
安
岡
が
深
谷
を
墓
地
ま
で
追
い
か
け
る
場
面
で
は
、「
セ
コ

チ
ャ
ン
が
溺
死
し
た
沼
の
方
へ
と
飛
ん
だ
」
「
生
き
た
人
魂
の
や
う
に

二
人
は
飛
ん
で
ゐ
た
」
と
い
っ
た
表
現
は
読
者
に
前
半
事
件
を
想
起
さ

せ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
墓
地
事
件
と
結
び
つ
け
て
考
え
さ
せ
る
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
三
怪
談
が
生
ま
れ
語
ら
れ
る
伝
承
の
プ
ロ

セ
ス
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
、
本
作
の
真
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
は
大
き
な
矛
盾
点
を
孕
ん
で
い
る
。
安
岡
と
深

谷
の
離
魂
病
的
と
も
言
え
る
分
身
関
係
が
浮
か
び
上
が
り
、
二
人
が
ほ

ぼ
同
時
に
死
ぬ
本
作
の
終
わ
り
で
は
、
説
明
の
つ
か
な
い
超
自
然
現
象

が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
葉
山
は
本
作
の
「
合
理
的
な
」

冒
頭
と
「
非
合
理
的
な
」
末
尾
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
む
し

ろ
結
末
に
謎
を
残
し
て
読
者
の
解
釈
に
委
ね
て
い
る
。

お
わ
り
に

『
海
に
生
く
る
人
々
』
刊
行
直
後
の
過
剰
な
期
待
と
「
目
的
意
識
」

の
呪
縛
に
嫌
気
が
差
し
た
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
葉
山
嘉
樹
は
、

怪
談
「
お
ま
え
見
た
な
」
を
元
に
書
い
た
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
を
娯
楽

雑
誌
『
新
青
年
』
に
発
表
し
、
掲
載
誌
の
性
格
を
反
映
し
た
異
色
な
作

風
に
仕
上
げ
た
。
そ
の
作
風
に
は
「
『
食
人
』
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な

テ
ー
マ
」
を
扱
っ
た
当
時
の
探
偵
小
説
と
、
離
魂
病
や
夢
遊
病
の
よ
う

な
一
人
二
役
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
乱
歩
作
品
の
影
響
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
（

）
。
な
お
、
本
作
は
単
な
る
怪
談
の
文
章
化
に
留
ま
ら
ず
、

33

怪
談
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

伝
承
さ
れ
る
か
と
い
う
新
テ
ー
マ
に
も
挑
ん
だ
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

「
死
屍
を
食
ふ
男
」
が
怪
奇
小
説
と
し
て
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。「
お
ま
え
見
た
な
」
と
同
じ
型
の
怪
談
が
日

本
各
地
に
存
在
し
た
発
表
当
時
の
方
が
、
む
し
ろ
今
よ
り
本
作
の
意
外



- 14 -

性
が
薄
か
っ
た
ろ
う
。
前
述
の
「
続
・
一
般
文
壇
と
探
偵
小
説
」
の
中

で
、
乱
歩
は
葉
山
の
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
と
石
濱
金
作
の

「
都
会
の
幽
霊
」
を
高
く
評
価
し
た
後
、
「
し
か
し
両
氏
が
『
新
青

年
』
に
書
い
た
の
は
こ
の
二
作
ほ
ど
人
を
打
つ
も
の
で
は
な
か
つ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
ゐ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
「
鬼
気
を
呼
ぶ
」
葉
山
の
文

体
を
評
価
す
る
一
方
で
、
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
を
読
ん
で
全

く
新
し
い
タ
イ
プ
の
怪
奇
小
説
の
出
現
に
期
待
し
た
乱
歩
が
、
彼
自
身

の
「
闇
に
蠢
く
」
の
構
成
を
借
用
し
、
既
存
の
学
校
怪
談
を
小
説
化
し

た
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
に
い
さ
さ
か
失
望
し
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

同
年
生
ま
れ
で
あ
り
な
が
ら
生
前
の
葉
山
と
は
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
、
と
乱
歩
が
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
が
二
人
の
直
接
交
流
に

繋
が
ら
な
か
っ
た
の
も
明
ら
か
で
あ
る
（

）
。

34

そ
れ
に
し
て
も
、
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
は
葉
山
文
学
の
流
れ
か
ら
見

て
も
、
文
学
史
の
流
れ
か
ら
見
て
も
、
確
か
な
意
義
を
持
つ
作
品
で
あ

る
。
葉
山
が
書
い
た
唯
一
の
怪
奇
小
説
、
あ
る
い
は
故
郷
の
豊
津
を
描

い
た
数
少
な
い
作
品
の
一
つ
と
し
て
、
従
来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の

枠
に
囚
わ
れ
な
い
魅
力
を
本
作
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
乱

歩
が
『
新
青
年
』
編
集
部
に
働
き
か
け
掲
載
を
実
現
さ
せ
、
葉
山
が
乱

歩
作
品
を
摂
取
し
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
「
死
屍
を
食
ふ
男
」
は
、
当

時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
壇
と
探
偵
小
説
壇
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
こ
の

二
作
家
の
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
文
学
史
的
な
意
義
が
大
き

い
と
言
え
よ
う
。

注（

）
浦
西
和
彦
「
書
評

浅
田
隆
著
『
葉
山
嘉
樹
論

―
「
海
に
生
く
る

1人
々
」
を
め
ぐ
っ
て
』
」
（
立
命
館
大
学
『
論
究
日
本
文
学
』
一
九
七
九
年

五
月

第
四
十
二
号
）。

（

）
母
校
を
舞
台
と
し
た
未
発
表
作
品
「
中
学
校
事
件
」
（
『
赤
土
』
二
〇

2一
九
年
三
月

第
四
十
八
号
）
が
あ
る
。

（

）
平
岡
敏
夫
「
肉
体
破
砕
の
イ
メ
ー
ジ

―
葉
山
嘉
樹
論
」
（
『
日
本
文

3学
研
究
』
一
九
六
八
年
二
月
号
）。

（

）
江
戸
川
乱
歩
「
日
本
の
探
偵
小
説
」。
初
出
は
江
戸
川
乱
歩
編
『
日
本

4探
偵
小
説
傑
作
集
』
（
春
秋
社
、
一
九
三
五
年
九
月
）、
引
用
は
『
江
戸
川

乱
歩
全
集
第
十
六
巻

鬼
の
言
葉
』
（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
二
一
七

頁
）
に
拠
っ
た
。

（

）
江
戸
川
乱
歩
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
怪
奇
文
学
」
（
『
宝
石
』
一
九
五
七
年

5九
月
号
）。

（

）
「
創
作
構
想
メ
モ
」
（
『
葉
山
嘉
樹
全
集

第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九

6七
六
年
、
三
五
七
頁
）。

（

）
広
野
八
郎
宛
書
簡
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
五
月
五
日
（
『
葉
山
嘉

7樹
全
集

第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
、
四
六
六
頁
）。

（

）
葉
山
嘉
樹
日
記
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
三
十
日
（
『
葉
山

8嘉
樹
日
記
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
三
〇
一
頁
）。

（

）
４
に
同
じ
。

9
（

）
４
に
同
じ
。

10
（

）
青
野
季
吉
『
文
学
五
十
年
』
筑
摩
書
房
、
一
九
五
七
年
、
一
一
一
頁
。

11
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（

）
尾
崎
士
郎
、
片
岡
鐵
兵
、
林
房
雄
、
葉
山
嘉
樹
、
横
光
利
一
、
他
三

12名
「
新
潮
合
評
会
第
四
十
五
回
（
三
月
の
創
作
評
）」
（
『
新
潮
』
一
九
二
七

年
四
月
号
）。

（

）
鮎
川
哲
也
編
『
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
傑
作
集

下
り
〝
は
つ
か
り
〟
』

13光
文
社
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
、
一
九
七
五
年
、
五
六
頁
。

（

）
瀬
沼
茂
樹
「
解
説
」
（
『
「
文
藝
市
場
」
復
刻
版

別
冊
』
日
本
近
代
文

14学
館
、
一
九
七
六
年
、
一
四
頁
）。

（

）
松
谷
み
よ
子
「
お
ま
え
見
た
な
」
（
『
現
代
民
話
考
（
七
）
学
校

笑
い

15と
怪
談
』
立
風
書
房
、
一
九
八
七
年
、
三
七
～
三
八
頁
）。

（

）
北
彰
介
編
『
青
森
県
の
怪
談
』
津
軽
書
房
、
一
九
七
三
年
、
一
〇
七

16～
一
〇
九
頁
。

（

）
福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
等
学
校
前
校
長
・
小
正
路
淑
泰
氏
の

17談
話
に
よ
る
。

（

）
日
本
児
童
文
学
者
協
会
編
『
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
お
ば
け
の
話

18（
四
）
む
か
え
に
き
た
死
人
た
ち
』
偕
成
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
四
頁
。

（

）

に
同
じ
、
三
九
頁
。

19

15

（

）「
東
京
都
下
の
私
立
Ａ
中
学
校
の
一
年
生
（
十
二
歳
～
十
三
歳
）
を
対

20象
に
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
実
施
し
た
『
妖
怪
や
不
思
議
な
話
に
つ
い
て

の
調
査
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。」
常
光
徹
「
学
校
の
世
間
話

―
中
学

生
の
妖
怪
伝
承
に
見
る
異
界
的
空
間

―
」
（
『
昔
話
伝
説
研
究

第
十
二

号
』
一
九
八
六
年
三
月
）。

（

）
浅
田
隆
『
葉
山
嘉
樹
論

―
「
海
に
生
く
る
人
々
」
を
め
ぐ
っ
て
』

21桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
、
二
三
頁
。

（

）
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
。

22
（

）
福
岡
県
立
育
徳
館
中
学
校
・
高
等
学
校
前
校
長
・
小
正
路
淑
泰
氏
の

23談
話
に
よ
る
。

（

）
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
・
木
村
達
美
氏
の
談
話
に
よ
る
。

24
（

）
個
人
蔵
資
料
。

25
（

）
堺
利
彦
『
堺
利
彦
伝
』
（
改
造
社
、
一
九
二
六
年
）
。
引
用
は
『
堺
利

26彦
全
集

第
六
巻
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
〇
年
、
六
二
頁
）
に
拠
っ
た
。

（

）

に
同
じ
、
一
三
頁
。

27

21

（

）
原
田
洋
将
「
日
本
探
偵
小
説
文
壇
に
お
け
る
「
変
格
」
流
行
に
つ
い

28て

―
大
正
末
期
『
新
青
年
』
読
者
の
視
点
か
ら
」
（
『
言
語
文
化
学
研
究

日
本
語
日
本
文
学
編

』
二
〇
一
九
年
三
月
）。

14

（

）『
苦
楽
』
一
九
二
六
年
五
月
号
目
次
。

29
（

）
宮
本
和
歌
子
「
江
戸
川
乱
歩
『
闇
に
蠢
く
』
論
」
（
『
國
語
國
文
』
九

30二
二
号
、
二
〇
一
一
年
六
月
）。

（

）
宮
本
和
歌
子
「
江
戸
川
乱
歩
『
夢
遊
病
者
彦
太
郎
の
死
』
に
お
け
る

31一
人
二
役
関
係
」
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
第
三
十
九
号
、
二
〇
一
八

年
四
月
）。

（

）
江
戸
川
乱
歩
「
幻
影
城
通
信
」（
『
宝
石
』
一
九
四
九
年
七
月
号
）。

32
（

）
本
稿
で
は
、
乱
歩
の
作
品
に
限
定
し
て
論
じ
た
が
、
他
に
も
芥
川
龍

33之
介
の
「
二
つ
の
手
紙
」
（
『
黒
潮
』
一
九
一
七
年
九
月
号
）、
乱
歩
に
影
響

を
与
え
た
と
宮
本
和
歌
子
が
主
張
す
る
（
『
江
戸
川
乱
歩
作
品
論

一
人
二

役
の
世
界
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
九
四
～
九
五
頁
）
村
松
梢
風
の

「
談
話
売
買
処
か
ら
買
つ
た
話
」（
『
中
央
公
論
』
一
九
二
一
年
四
月
号
）、
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「
死
屍
を
食
ふ
男
」
の
執
筆
時
期
に
発
表
さ
れ
、
溺
死
事
件
か
ら
始
ま
る

梶
井
基
次
郎
の
「
Ｋ
の
昇
天
（
或
は
Ｋ
の
溺
死
）
」（
『
青
空
』
一
九
二
六
年

十
月
号
）
等
、
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
な
ど
の
一
人
二
役
的
な
テ
ー
マ
を
扱

っ
た
大
正
文
学
作
品
を
複
数
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を

生
ん
だ
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
更
な
る
研
究
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）
５
に
同
じ
。

34

（
れ
っ
き
ー
・
り
ち
ゃ
ー
ど
・
う
ぃ
り
あ
む
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期

課
程
）
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